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1．はじめに 

 わが国における学校教育、とりわけ高等学校

においては、・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

であることが、大島ら 1,2)により指摘されてい

る。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・。本論文では、・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・について論じる。 
 
２．現代の教育環境 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・ 
 
３．事例 
３．１ 東京都の場合 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

表１ 参加学校数 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 活動状況の写真 

【○○論文】 

注）日本技術史教育学会****年度**研究発表講演会にて講演 

Abstract: はゴシックフォント Times New 
Roman、サイズ 10 ポ、行間 14 ポ。 

Key Words: はゴシックフォント Times New 
Roman、サイズ 10 ポ、行間 14 ポ。 

名（小文字）姓（大文字）: フォント Times New 
Roman、サイズ 10 ポ、行間 1 行。 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 2 行空行） 

表のキャプションは上に。フォント明朝、
サイズ 10.5 ポ、行間 1 行。 

図番とキャプションは下に。フォント明
朝、サイズ 10.5 ポ、行間 1 行。 

主題は、フォント明朝 13 ポ、ゴシック。副題
は、フォント明朝 11 ポ、ゴシック。それぞれ、
行間は 1 行に設定、中央配置。 

著者名は、フォント明朝 11
ポ、ゴシック。行間は 1 行に
設定、左揃え、中央配置。 

フ ォ ン ト Times New 
Roman、サイズ 10.5 ポ、
行間 1 行。主題は大文字、
副題は先頭だけ大文字。 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 10.5 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 11 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（明朝 11 ポ、行間 1 行で 1 行空行） 

（余白 20mm） 

（余白 20mm） 

（余白 20mm） 

（余白 25mm） 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・。 
 
５．おわりに 
本論文では、・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・について論じた。まとめると、以下

の通りである。 
１） 著者らは、・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・と指摘した。 
２） とくに、・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
３） 以上から、・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・であることが明らかにされた。 
 末尾ながら、・・・においてご協力頂いた△

△△△氏に、謝意を表します。 
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要旨：わが国では、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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フォント明朝、サイズ 10 ポ、行間 1 行、400 字以内。 
「要旨」だけゴシック体。 

和文文献については、フォント明朝 P、サ
イズ 10.5 ポ、行間 1 行。 
英文文献については、フォント Times New 
Roman、サイズ 10.5 ポ、行間 1 行。 
文献番号は、半角 
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